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11..  研研究究のの背背景景とと目目的的  

近年、景観の特性を活かす取り組みが進み、

とりわけ大規模工業地帯の景観には新たな価

値が見出されている1)。一方、住工混在地域の

景観は非日常性に乏しく、評価の対象となり

にくい。しかし、こうした地域は地域経済を支

える重要な基盤であり、小学校教育の地域学

習でも取り上げられている。地元住民は幼い

頃から地域に対する肯定的な視点に触れてお

り、その景観にも肯定的な意味づけがなされ

うると考えられる。 
村松ら（2021）2)は、無名の生活者によって

醸成される客体としての生活景を「名もなき

景観」と呼び、断片的な可視的形象が文脈づけ

られ意味づけられ、《景観》として成立する過

程、すなわち情報が知識を引き出し更新する

という、情報の知識化を伴う知識循環の過程

を示した。（図-1 参照） 

 

図-1 児童と住工混在地域の景観との間に生

じる反応と両者の関係（仮説） 

本研究ではこの枠組みを援用し、地域学習で

使用される社会科副読本に掲載された写真

（景観）を「意味付けられた景観」として解釈

するプロセスに着目する。このような《景観》

の形成過程から、住工混在地域の特徴とその

景観に内在する豊かな意味性を明らかにする

ことを目的とする。 
 
33..  学学習習指指導導要要領領のの地地域域学学習習目目標標とと副副読読本本のの構構成成  

小学校 3・4 年の社会科は「地域学習」と呼

ばれ、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会

の一員としての自覚を養うことを狙いとした

学習である3)。社会科副読本は、学習指導要領

と対応した単元構成となっており4)、掲載され

た写真は、地域での景観体験の代わりとなる

よう、選定・掲載されたものといえる。よって

児童は、副読本の写真を、本文で学んだ知識と

文脈づけて意味づけて解釈し、地域の《景観》

に対して愛着を持つことが期待されている。 

本研究では、住工混在地域を有する大阪市・

東大阪市・門真市に着目し、写真が多く掲載さ

れる傾向がある、最新の改訂と発行年の社会

科副読本を用いる。分析対象とする写真は、住

工混在地域の特徴を捉え、その地域で撮影さ

れたことが確定できるものに限る。 

 
33..  研研究究のの方方法法  

まず、住工混在地域の特徴的な景観を把握

するため、副読本に掲載されている景観（写真）

の分類を行う。次に、各景観（写真）の「学習

内容」を把握するため、写真キャプションとそ

の写真と関連する本文の段落を抽出する。そ

して、「副読本作成の手引き」4)記載の「学習の

狙い」を基に、学習内容を①～⑩に分類し、そ

の学習内容によって期待される児童による景

観（写真）の「解釈」を、「学習指導要領」3)の

目標をもとに 4 種類に分類する。（図-1 参照） 

最後に、「意味づけられた景観」として成立
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した副読本の《景観》において、結びつく学習

内容と解釈を生み出す点を赤丸で示し、その

景観がもつ意味性を明らかにする。 

 

44..  考考察察  

(1) 景観の分類 

副読本で使用される景観（写真）は、【屋外

（街全体写真）】【屋外（建物単体）】【屋内（作

業の写真）】【屋内（工場の中の写真）】【屋内（製

品の写真）】の 5 つに分類できた。屋外に比べ

屋内の景観（写真）の方が多く（屋外 18 点、

屋内71点）、屋内の中でも作業の場面（56点）

が特に多いことから、住工混在地域の特徴的

な景観は、工場で働く光景に多く見出される

ことが示唆される。そしてこれらの様子は外

部に表出しづらい性質を持っていると言える。 

(2) 住工混在地域の特徴と、その景観が持つ

豊かな意味性 

 

図-2 景観の種類の例 

a) 屋外（街全体写真）（図-2 a）に例示） 

10 点中 10 点が俯瞰景であり、主に「①土地

利用」の知識から、赤丸で示す住宅と工場の混

在する特徴に着目し、住宅と工場の関わりに

ついて想像していることが明らかとなった。

俯瞰景が選ばれるのは、住工混在地域の特徴

が広域的なスケールの景観でしか説明できず、

また住宅と工場の建築物のボリューム感の対

比を感じやすいためであると推測される。 

b) 屋外（建物単体）（図-2 b）に例示） 

2 点中 2 点が、工場で行われている生産活動

の様子が工場の外観に現れている点に着目し

ている。「⑩生産者の社会的な責任」の知識か

ら、工場周辺が清掃されていることを認識し、

負のイメージを持たれやすい工場の外観から、

工場側の努力や地域への配慮を読み取ってい

ることが明らかとなった。 
c) 屋内（作業）（図-2 c,d）に例示） 

83 点中 64 点が、働く人自身に着目し、「⑧

仕事や役割、注意している事」の知識をもとに、

c のような景観（写真）では、生産者の思いや

消費者への配慮を読み取り、d のような景観

（写真）では、安全や衛生への意識の高さを読

み取っていることが明らかとなった。屋内（作

業）の景観は点数も多く、様々な解釈を生む、

特に豊かな意味性をもった景観といえる。 
d) 屋内（工場の中）（図-2 e)に例示） 

4 点中 2 点が、工場内の機械や道具に着目

し、「⑩生産者の社会的な責任」の知識をもと

に、工場の地域環境に対する配慮への気づき

を得るという解釈を持っていた。外から見え

ない工場内部でも、工場側の工夫や地域への

配慮を読み取っていることが明らかとなった。 
e) 屋内（製品）（図-2 f）に例示） 

14 点中 8 点が、様々な製品から「⑥働く人

の協力」の知識をもとに、製品が届くまで多く

人の協力があったことを認識している。製品

に込められた生産者の思いや責任を想起させ

るなど様々な意味を持った景観であることが

明らかになった。 
 
55..  結結論論  

このように住工混在地域の特徴的な景観は、

屋内に多く出現し、働く人の作業の光景に多

く見出されていることが示唆された。 
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